
 

                                            

 

 

  

 やっと秋らしい季節がやってきました。２学期に入り、３年生は職場体験学習、２年生は修学

旅行、１年生は福祉体験講座と、教室だけでは十分に学ぶことができない体験的な学びを深める

ことができました。 

そして、９月２２日の和実祭（体育部門）では三中生 

の熱いエネルギーを感じることができました。和実祭の 

よさは、競い合い盛り上がるという面以上に、「この祭り 

を自分たちの手で創り上げるんだ」「みんなで祭りを盛り 

上げよう」という気持ちがひしひしと感じられるところ 

にあります。一人一人の生徒が祭りの担い手なんだとい 

う気持ちを強くもっていることを素晴らしいと感じてい 

ます。そんなムードをつくっていく生徒会役員の活躍に 

毎年感動しています。 

 体育祭直前にインフルエンザが流行し、いくつか学級 

閉鎖もしなければならない状況でした。私自身もインフ 

ルエンザに罹患し、体育祭に参加できず残念な思いをし 

ましたが、教職員に話を聞きますと、応援練習の時間が 

十分とれないなど厳しい状況にあっても、各色で工夫し 

てお互いカバーし合いながら頑張っている姿が印象的だ 

ったとのこと。体育祭当日だけでなく、それまでの準備 

期間が「みんなで祭りを盛り上げよう」というムードに 

つながったのだと思います。これからもこの三中生のよ 

さを大切にしながら、次は１１月の和実祭（文化部門） 

に向けて取り組んでいってくれるであろうと期待してい 

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

＜裏面へ＞ 

出雲市立第三中学校 令和５年度 学校だより第６号  令和５年９月   

八雲立つ出雲三中 
        文責 校長 熊谷 和夫 

※ 三中ブログ（https://blog.izumo.ed.jp/daisan-chu/）を是非ご覧ください 



 

 

２年生は、９月６日（水）～８日（金）京阪神方 

面へ修学旅行に行きました。初日は、法隆寺と東大 

寺の見学、２日目は京都市内班別自主研修、最終日 

がＵＳＪという行程でした。現在の高校１・２年生 

は新型コロナウイルス感染症拡大によって、宿泊を 

伴う県外での修学旅行が実施できませんでした。昨 

年、３年ぶりに京阪神方面への修学旅行を再開しま 

した。しかし、まだ感染症への不安が十分にぬぐい 

切れず、京都市内では各クラスごとに見学地をバス 

で回る方法をとりました。今年は、４年ぶりに京都 

市内班別自主研修を実施し、公共交通機関を使い、 

班で協力しながら見学地をめぐる活動を実施しまし 

た。見学地で班員がはぐれてしまったり、満員のバ 

スに班員全員が乗り切れずに発車してしまったりと 

ハプニングは多少あったようですが、そんなトラブ 

ルも自分たちの手で解決してくれました。最終日は 

ＵＳＪで本当に楽しそうにしているようすを見て、 

修学旅行が実施できてよかったと心から思いました。 

入学当初、落ち着きが足りないなと感じさせた学 

年だったので、修学旅行にも不安を感じていました。 

しかし、京都市内班別自主研修を終え京都駅前に全 

員が時間までに集合しているようすや、ホテルでの 

食事を学年全員でとるようす、ＵＳＪを出発する時 

間にきちんと全員がそろっているようすに、２年生 

の成長を感じました。 

中学生は体も心も大きく成長する時期です。さま 

ざまな体験をする中で、たくましくそして心優しく 

成長していくきっかけをつかんでくれています。三 

中生は、地域での活動にも積極的に参加し、体験の 

中から成長しようとしています。今後とも三中生の 

活躍を応援していただきますようよろしくお願いし 

ます。 

 


